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「気象病」を知っていますか？ 
最近、気圧や気温、天候、日照時間など、気象条件に影響されて体の不調が起きる

いろいろな病気のことを「気象病」と呼ぶようになりました。特に、雨が降る前や、

低気圧が近づいてくる時に「頭痛がする」「めまいがする」「吐き気がする」という症

状が多くの人に感じられるようです。生徒の皆さんの中にも、「今日は雨だから頭痛

がする・・」という悩みを持っている人がいるかもしれませんね。 

では、なぜ気圧が変化すると体調が悪くなることがあるのでしょうか。その秘密は

耳の中の「内耳」と呼ばれる部分の働きが関係しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月は夏から秋へと季節が変わり気温や湿度が不安定な時期で、台風の多い月でも

あります。気象病について知識を持つことで症状を和らげられることもありますの

で、自分でも調べてみてくださいね。 

・・・気象病の予防と緩和のためにできること・・・ 

 

内耳⇒ 気圧センサーの役割 

内耳が過敏だと、体への影響が大きい。 

気圧の変化 自律神経の乱れ 

体調不良 

十分な睡眠 バランスの良い食事 

適度な運動 日光を浴びる 

★ 予 防 ★ 

★ 症状をやわらげる ★ 


